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1　は　じ　め　に

水稲の乾田不耕起直播栽培は，耕起，育苗，代かき，移

植の各作業を省略できる利点があり，特に播種後乾田状態

で管理できることから水利による制限が少なく，4月中に

播種作業を実施することが可能である。しかし，排起を行

わないため基肥窒素の利用効率は低く，また従来の100日

タイプの緩効性基肥では，収量構成要素不足や出穂期遅延

になりやすい欠点がある。本報告では，不耕起直播栽培に

おける初期分げっ促進による穂数・収量の確保と出穂期遅

延の回避を目的として，有効な基肥の施用法について検討

した。

（1）試験年次

（2）試験場所

（3）供試品種

（4）播種様式

（5）供試機械

2　試　験　方　法

1997年

山形農試庄内支場内は場

どまんなか

乾田不耕起直播

播種機：トラクタアタッチ式6条播種機

（型式PFT－6），M社

トラクタ：4駆乗用，25PS

（6）排種概要

5月1日に乾籾重で0．7kg／a播種した。酸素供給剤（過

酸化カルシウム16％）の種子粉衣は乾籾垂と等量とした。

ほ場への入水日は5月18日，穂肥は出穂15日前に窒素成分

で0．15kg／a施用した。

（7）区の構成

表1に示したとおりである。

表1　試験区の構成

3　試験結果及び考察

（1）苗立率

苗立率は被覆尿素100日タイプの区でやや低いものの，

各区間で大きな差は見られなかった（衰2）。本試験で供

試した播種機では，比較的種子に近接して基肥は施用され

るが，化成肥料を含む区での発芽障害は認められなかった。

そのため各区とも100本／ポ以上の酋立数が確保された。

（2）初期茎数の推移

被覆尿素100日タイプを基肥とした区と比較して被覆尿

素70日タイプでは，初期茎数が増加しやすい傾向が認めら

れた（表3）。また，分げっ初期に追肥した場合．茎数の

増加が認められた。一方，速効性窒素を30％及び50％配合

した区では，緩効性窒素だけの区より茎数の増加が多かっ

た。しかし．70日タイプに30日タイプを30％及び50％配合

した区では，全量70日タイプとした区に比べて初期茎数の

増加は判然としなかった。これは30日タイプの肥効の大半

が初期分げっの時期より遅れたためと考えられる。

椅）出穂期

被覆尿素100日タイプの区では，出穂期が8月12日であっ

たのに対し，被覆尿素70日タイプの区では3日早い8月9

日であった（表5）。また，速効性窒素を30％を配合した

区では出穂期が最も早く8月6日であった。これらのこと

から．基肥に速効性窒素あるいは溶出期間の短い肥料を配

合させることにより明らかに出穂期が前進する。

（4）梓長，穂長，穂数

梓長は速効性窒素を30％配合した区で短く．緩効性窒素

100％の各区で長い傾向があった（表6）。また，被覆尿素
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注　Nm3は商品名セラコート・ワン，仙5はLP苦土安。
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70日タイプ及び被覆尿素100日タイプの綬効性窒素のみを

基肥としている区で，穂長が長い傾向が見られた。穂数は

速効性窒素を配合した区と被覆尿素100日タイプの区で少

なかった。なお，速効性窒素を配合した区では，7月14日

頃に急激な葉色の低下が見られ（表4），基肥畠や追肥時

期等の検討が必要であると考えられた。

（5）収量及び収量構成要素

精玄米垂は被覆尿素100日タイプの区と比較して70日タ

イプの区で多かった（表7）。これは分げっ促進による穂

数の確保が図られたためと考えられる。また，速効性窒素

を配合した区では，穂数及び一棟村数が少なく収量構成要

素が不足し収量が低くなった。被覆尿素100日タイプの区

表2　苗立率と苗立本数

Nn　　　　　苗立率　　　　　　　　苗立本数
1　　　　　59．0％
2　　　　　　56．3

3　　　　　　56．7

4　　　　　　55．8

5　　　　　　64．6

6　　　　　　71．4

7　　　　　　46．7

表3　茎数の推移（本／ポ）

Nn　6／10　　6／23　　7／4　　7／14　　7／23

1　160　　　373

2　　170　　　340

3　　133　　　480

4　　147　　　　380

5　　173　　　　480

6　　167　　　　270

7　　100　　　177

480

403

433

433

537

370

327

477　　　　433

400　　　　370

450　　　　393

417　　　　407

517　　　　453

393　　　　383

333　　　　337

表7　収量及び収量構成要素

では，2次枝梗籾数が多く精玄米校数歩合が低くなり収量

が低下したと考えられる。

表4　葉色の推移（SPAD値）

No．　6／23　　　7／4　　　7／14　　　7／23

1　　35．9　　　　39．2

2　　　35．9　　　　36．8

3　　　37．0　　　　36．4

4　　　37．4　　　　　37．1

5　　　34．8　　　　　37．9

6　　　34．1　　　　38．7

7　　　39．7　　　　39．8

39．2　　　　　33．3

36．9　　　　　32．6

32．2　　　　　29．9

37．2　　　　　33．1

37．1　　　　31．0

36．3　　　　30．4

37．0　　　　36．8

表5　彙令の推移と出穂期

No．6／10　6／23　7／4　7／14　7／23　出穂期
1　4．1　　7．3　　　9．2

2　　4．3　　　7．4　　　9．0

3　　4．4　　　7．2　　　8．8

4　　4．2　　　7．7　　　9．4

5　　4．0　　　6．9　　　8．5

6　　4．1　　6．5　　　8．0

7　　3．7　　　6．2　　　8．2

10．4　11．3　　8／9

10．3　11．4　　8／8

10．0　10．8　　8／6

10．5　11．3　　8／8

9．6　10．3　　8／9

9．2　10．2　　8／8

9．3　10．5　　8／12

表6　成熟期調査

Nm　梓長（cm）　穂長（cm）穂数（本／ポ）　葉令
1　　73．0　　　　19．0

2　　　69．8　　　　18．8

3　　　67．4　　　　18．4

4　　　68．5　　　　18．4

5　　　71．2　　　　18．4

6　　　70．3　　　　18．4

7　　　72．0　　　　18．9

453　　　　13．0

470　　　　12．7

383　　　　12．0

337　　　　13．0

437　　　　　11．7

373　　　　11．5

363　　　　12．0

精玄米垂　　　棟数　　　　　　　　　一棟籾数　　　　　　　　　ポ当た　　　千拉重　　　精玄米拉致

（kg／a）　（本／ポ）　　1次　　　　2次　　　　計　　　　り樹数　　　（g）　　　歩合（％）
53．3　　　　　448

50．7　　　　　433

39．1　　　　　353

52．2　　　　　453

44．3　　　　　　384

52．0　　　　　433

49．1　　　　　384

38．3　　　　　25．9

30．1　　　　17．9

33．2　　　　18．7

34．5　　　　18．3

33．6　　　　19．6

31．9　　　　18．0

37．4　　　　　29．3

64．2　　　　28，800

48．0　　　　20，800

52．0　　　18，400

52．8　　　　23，900

53．2　　　　20，400

50．0　　　　21，700

66．7　　　　25．600

24．5　　　　　　84．6

24．1　　　　　84．8

24．4　　　　　　88．9

24．1　　　　　88．7

25．0　　　　　　90．5

24．1　　　　　90．0

25．4　　　　　　80．9

4　ま　　と　　め

乾田不耕起直播栽培において．被覆尿素100日タイプの

基肥と比較して，被覆尿素70日タイプを基肥とすることに

より分げっが促進され，穂数が確保でき，収量が増加する

傾向が認められた。また，出穂期の前進が図られた。

一方，基肥に速効性窒素を配合することにより初期茎数

を確保することができたが，早い時期から糞色が低下し，

穂数の確保や増収に結びつかなかった。これは基肥中の緩

効性窒素の量が不足したためであり，基肥量及び速効性窒

素の含有割合について検討が必要であると考えられた。

また，今後，収量構成要素不足の改善方法として．播種

量や穂肥の時期・畠についての検討も必要である。
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